










はじめに 

ヒトのあらゆる動作の基本は直立姿勢である。直立姿勢を安定保持する能力を真立能力と

呼ぶ。直立能力を定量的に評価する学問をスタシオロジーStasiology と名づけた。われわ

れは Stasiology の立場にたって,新生児の姿勢制御がどのようになっているかを調べた。 

まずヒトの直立姿勢の基礎は,出生後から 1 人立ちできる間にほぼ完成されているものと

いう仮説をたてた。 

その過程を考察するときに地球の重力に対する身体の対応のしかたが大きく変換する。母

の胎内では無重力状態に,即ち母親の重心に含まれていたものが,出生と同時に自らの重心

で生活しなければならない。さらに脊柱が,家で言うならば,梁の役目をしていたものが支

柱の役目にと変換する。ヒトの姿勢の変化はこの時期ほど顕著なものはない。またこの時

期において,直立への諸能力の発育発達を定量的に評価することの必要性から本研究に着

手した。なお本研究は特に,新生児において他からの働きかけによる影響,刺激による反応

を解析することであるが,先ず新生児の姿勢制御の実体を把握することが先決であると考

えた。 


